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（はじめに） 

当施設群は、第 1 期から公益財団法人京都市スポーツ協会を代表団体とした事業体で継続

して管理しており、第 5 期指定管理は、第 4 期に引き続き長年建物・設備の保守管理等業務を

担当してきた近建ビル管理株式会社と、ファシリティマネジメント業界の全国トップ企業でも

あるイオンディライト株式会社の３社で共同事業体を構成し、以下 4 つの基本理念をもって

管理運営にあたりました。 

 

 基本理念 

(1) スポーツ振興や競技力向上を支える管理運営 

(2) 利用者の安心・安全・快適を重視した管理運営 

(3) 多様化する利用者のニーズに対応した管理運営 

(4) 施設の特徴を理解し、地域に密着した管理運営 

 

１ 事業の実施状況及び施設利用実績 

(1) 事業の実施状況 

ア お正月施設無料開放 

京都市の条例で供用しない日と定められている年始期間に、市民に施設を無料で開

放することにより、日頃施設を利用されている市民・団体のほか、地域住民へのサー

ビス向上と新規利用者の拡大を目的に実施しました。 

【対象施設】岡崎公園 野球場（外野芝生部分） 

【実 施 日】1月 2日（火）・3日（水）10:00～16:00 

【利用人数】延べ 298名 

 

イ 施設周辺の地域清掃活動の取組み 

施設周辺の美観を保つために、周辺に落ちているゴミを拾う清掃活動を実施しました。 

 

ウ 自動販売機の設置 

利用者にとって便利な場所に飲料の自動販売機を設置し、施設利用者の利便性を高

め、利用者サービスの向上を図りました。 

 

エ 物品販売及び貸与事業の実施 

利用者の利便性を高めるために、競技に必要な物品の販売及び貸与を実施し、サー

ビス向上に努めました。 

 

オ 施設一般開放（みんなのスポーツ広場） 

利用率の低い時間帯に個人利用可能な時間帯を設定し、事前登録及び事前申し込み

不要での個人利用を可能とし、気軽にスポーツを楽しめる環境づくりを行うため、施

設を一般開放しました。 

【場 所】武道センター主競技場 【種 目】バドミントン 

【実 施】12回        【利用人数】延べ 82名 
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カ ホームページ・SNSよるスポーツ情報の発信 

当事業体の代表団体である公益財団法人京都市スポーツ協会のホームページや

Facebook、Instagramに、施設利用方法やスポーツ事業などの情報を掲載し、施設の

利用拡大や活性化につながる広報案内を行いました。 

 

キ 情報誌 「 ダッシュ！」の発行 

当事業体のイベントや当施設群の大会情報を、当事業体の代表団体である京都市ス 

ポーツ協会の情報誌に掲載し、積極的な情報発信をしました。 

 

(2) 施設利用実績 

（※）＝個人利用を除く 

  

施設 

2023 2024 2024 2025 

件数 
利用率 

（％） 
件数 

利用率 

（％） 
件数 

利用率 

（％） 
件数 

利用率 

（％） 

武
道
セ
ン
タ
ー 

主競技場 

2,208 

85.4 

 

 

 

 

 

 

補助競技場(※) 82.1    

旧武徳殿 84.9    

相撲場 1.9    

弓道場(※) 33.4    

弓道場 

（個人利用） 
13,262        

補助競技場 

（個人利用） 
97        

岡
崎
公
園 

野球場 

3,412 

56.8 

 

 

 

 

 

 

テニスコート 79.9    
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２ 経費の収支決算 

2023 年度 指定管理料 武道センター 岡崎公園 合計 

指
定
管
理
収
支 

 指定管理料 13,655,000 - - 13,655,000 

 利用料金収入 - 39,286,855 17,413,560 56,700,415 

 その他収入 - - - 0 

指定管理収入合計 13,655,000 39,286,855 17,413,560 70,355,415 
     

人件費 - 32,553,598 4,989,559 37,543,157 

通信費 - 330,621 179,895 510,516 

備品費・消耗品費 - 625,064 316,393 941,457 

修繕費 - 966,900 199,100 1,166,000 

燃料費・光熱水料費 - 9,310,270 1,753,604 11,063,874 

保険料・租税公課 - 957,119 19,000 976,119 

外部委託費 - 9,831,457 2,985,787 12,817,244 

その他物件費 - 755,785 168,441 924,226 

指定管理支出合計 0 55,330,814 10,611,779 65,942,593 
     

指定管理収支 13,655,000 △ 16,043,959 6,801,781 4,412,822 
      

そ
の
他
収
支 

事業収入（その他） - 16,300 0 16,300 

その他収入合計 0 16,300 0 16,300 
     

人件費 - 260,449 0 260,449 

外部委託費 - 0 0 0 

その他事業経費 - 0 0 0 

その他支出合計 0 260,449 0 260,449 
     

その他収支 0 △ 244,149 0 △ 244,149 
     

事業収入（物販） - 1,784,686 6,881,311 8,665,997 

物販収入合計 0 1,784,686 6,881,311 8,665,997 
     

人件費 - 1,302,250 1,953,375 3,255,625 

外部委託費 - 0 0 0 

その他事業経費 - 0 0 0 

物販支出合計 0 1,302,250 1,953,375 3,255,625 
     

物販収支 0 482,436 4,927,936 5,410,372 

 

          

 収支差額合計 13,655,000 △ 15,805,672 11,729,717 9,579,045 

 

 

 

 



 

- 4 - 

 

３ 建築物及び設備機器等の維持管理 

「安心・安全」をモットーとし、利用状況や施設の状況に応じた、適切な施設の維持管 

  理を実施し、施設の管理レベルを高い水準で一定に保つため、他の管理施設との間の連携 

  を密にするとともに、さらなる技術の向上と業務の平準化を図りました。 

(1) ファシリティマネジメント による計画的維持管理 

   合理的で長期的な管理手法を構築して、日常点検や定期メンテナンスの実施に基づく不 

具合等の早期発見や予防保全を徹底し、ランニングコストの削減や施設の資産価値の向上 

に徹しました。 

 

(2) データベース等の構築による効率的な維持管理 

施設管理台帳、業務仕様、業務実施結果、修繕履歴、エネルギー消費量等の施設管理に 

関わる情報のデータベースをもとに、予防保全への活用や省エネルギー化を図りました。 

 

(3) 各種点検の実施 

全ての利用者に安心・安全を提供するために、施設ごとに必要な日常点検・法定点検・ 

保守点検等を実施しました。 

 

主な修繕・メンテナンス・備品購入実績 

武道センター 

旧武徳殿 床板修繕、旧武徳殿 ガラス破損、本館吸水式令温水発生装置修繕、 

旧武徳殿 南門楔補修、旧武徳殿 高天井内絶縁調査、 

水銀灯用ブレーカー・安定期更新、補助競技場雨漏り対応、 

吸収式冷温水発生機 煙道配管漏水修繕、クラブハウス天井扇故障、 

吸収式冷温水機結露漏水修繕 

岡崎公園 

管理棟屋根修繕、野球場 放送設備修繕、テニスコート水銀灯更新、 

テニスコート用吸水スポンジローラー等購入 

 

なお、京都市公契約基本条例に即して、法令上の制限や、専門的な能力を有する者に 

発注する必要がある場合、その他特別の事情がある場合を除き、京都市内中小企業へ

100％の発注を行いました。 

 

４ 施設の清掃及び廃棄物処理計画 

各種大会利用も多い施設であることから、主催者の利用時間帯が実質的に早朝から深夜に 

及ぶこともあるため、勤務形態や清掃時間の確保に係るノウハウを生かし、労働基準法及び 

労働安全衛生法を遵守し、計画的清掃を行いました。また、園路や植樹帯も巡回点検・清掃  

と低木剪定においては園内の隅々まで目を配り、常に清浄な状態を保ちました。 

 

(1) 清掃業務 

ア 日常清掃 常時巡回のうえ、清掃管理を行います。利用者の手指消毒を目的とした 
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アルコール消毒液を各所に設置し、衛生管理に努めました。 

イ 定期清掃 日常の清掃では対応できない汚れの除去・ワックス掛けや、大会開催時  

       にしか利用されない観客席やスタンド等の清掃について、週、月、年を 

区切り定期的に清掃作業を実施しました。 

 

(2) 廃棄物処理 

京都市が定める廃棄物処理方法に則り、分別の徹底やリサイクルの推進を行うとともに、 

利用者に対して「ごみの持ち帰り」を呼びかけて、ごみの減量・発生抑制につなげました。 

 

５ その他 

 (1) 利用者ニーズの把握 

利用者の満足度向上のために、来園者や施設利用者から多様な意見や要望を広く集め、  

タイムリーに管理運営へ反映することが重要と考え、多様な聞き取り手段を準備し、きめ 

細かなサービスの提供に努めました。 

・施設職員による直接聞き取り 

・「ご意見箱」の設置 

・電話や FAX、Eメールによるご意見の受け付け 

 

（2）サービスの提供計画 

ア 公平なサービス提供の考え方 

当施設は、広く市民が利用できることのほか、各種競技団体が開催する大会等の利

用があり、スポーツ振興の観点を大切にしながら、以下の 5つを基本としてバランス

のとれた質の高いサービスを提供するように努めました。 

【基本方針】「サービス」「参加」「活動」「施設提供」「施設利用」の公平性 

 

イ 効率的職員配置 

利用者サービスの向上を常に念頭に置いて、有用な人材を適所に、効果的・効率的

に配置し、施設を運営しました。また、必要な職員数を確保し、無駄を省いて弾力的

に配置しつつ、大会開催時や施設メンテナンス時には職員を重点的に配置しました。 

 

ウ 職員の育成・研修体制 

施設の良好な管理運営を行うため、利用者サービスのさらなる向上と危機管理対 

応、職員の専門的知識向上を図ために各種研修を実施し、管理的知識、スポーツに関 

する資格取得等により長期的人材の育成に努めました。 

【内 容】 職員研修（事務処理等） 

京都府体育・スポーツ施設管理者講習会、 

ヘイトスピーチ解消法を踏まえた説明会、 

施設管理士養成講座、 

スポーツ・インティグリティ向上研修、 

スポーツガバナンスコード研修 
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 (3) 災害等非常時の危機管理及び防災対応 

ア 施設特性を考慮した防災訓練の実施 

万が一の火災・地震の発生やテロ発生時に備え、利用者の安全確保を第一に優先 

し、迅速かつ的確な指示ができるよう、左京消防署と連携し消防・防災 訓練を実施

しました。 

 

イ 熱中症の対応について 

利用者への水分補給等、熱中症対策についての声掛けや掲示物による注意喚起を積

極的に行い、利用者自身の体調管理に関する意識啓発に向け、各施設にも経口補水液

を常備することで、より安全なスポーツ・レクリエーション活動をサポートしました。 

 

ウ 雷対策について 

屋外施設については、雷警報機(ストライクアラート)を備え、利用者への無料貸出

を積極的に行い、安全に施設利用できるようサポートに努めました。 

 

６ 管理運営業務の自己評価 

新型コロナウイルスの影響は薄れ各施設の利用件数や利用率は好調で、指定管理収支は黒

字決算となりました。 

経年劣化が進む施設や設備については、安心・安全確保の観点から計画的な小修繕をこま

めに実施し、とりわけ、国の重要文化財に指定を受けている旧武徳殿については、国内外の

番組制作会社との綿密な調整のもと、様々なジャンルの番組撮影ロケ地として受け入れ、多

数の新規予約を獲得しつつ、適切な維持管理に努めました。 

今後も引き続き共同事業体としての特色を最大限に活かし、一層の利用者サービス向上と

効率的な管理運営、事業のさらなる推進に努めてまいります。 


